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は
じ
め
に

　

本
稿
は「
商
都
大
坂
の
経
済
基
盤
―
蔵
屋
敷
を
中
心
に
―
」と
い
う
論
題
で
行
っ

た
講
演
の
記
録
で
あ
る
（
二
〇
一
九
年
八
月
一
三
日
、
於
大
阪
歴
史
博
物
館（

１
）
）。

本
講
演
の
目
的
は
市
民
の
方
々
に
「
商
都
大
阪
」
の
経
済
基
盤
と
し
て
江
戸
時
代

に
存
在
し
た
大
阪
蔵
屋
敷
の
歴
史
の
概
説
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
内
容
的
に
は

通
説
に
概
ね
し
た
が
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
講
演
の
構
成
に
従
っ
て
、
管
見
に
触

れ
た
大
阪
蔵
屋
敷
研
究
に
関
わ
る
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
個
人
的

な
気
付
き
を
追
加
し
た
い
。
な
お
既
存
の
蔵
屋
敷
関
係
文
献
目
録
に
以
下
の
も
の

が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
六
日
現
在
で
、
二
〇
〇
二
年
九
月
一
六
日
の
更

新
と
さ
れ
て
お
り
、
合
計
三
九
点
の
資
料
の
書
誌
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
こ
れ
と
の
重
複
を
厭
わ
ず
文
献
や
資
料
類
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

http://w
w

w
.cw

o.zaq.ne.jp/oshio-revolt-m
/book-kurayasiki.htm

一　

蔵
屋
敷
と
は

　

辞
書
や
辞
典
に
は
、
あ
る
事
物
の
枢
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
蔵
屋

敷
の
辞
典
類
の
説
明
を
確
認
し
た
上
で
、
若
干
の
補
足
を
お
こ
な
う
こ
と
に
し

た
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
著
者
や
時
代
に
よ
っ
て
力
点
の
所
在
は
異
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
上
田
藤
十
郎
（『
日
本
経
済
史
辞
典　

上
』
日
本
評
論
社
、

一
九
四
一
年
、
四
一
九
‐
四
四
三
頁
）、
宮
本
又
郎
（『
日
本
大
百
科
事
典
』
ジ
ャ

パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
）、
堀
江
保
蔵
（『
国
史
大
辞
典
』
同
前
）、
本
城
正
徳
（『
世
界

大
百
科
事
典
』
同
前
）
を
取
り
上
げ
る
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
大
阪
蔵
屋
敷
に
関
す
る
研
究
文
献
・
資
料
に
つ
い
て

加
　
藤
　
慶
一
郎
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ま
ず
す
べ
て
の
著
者
が
、蔵
屋
敷
は
大
阪
だ
け
で
な
く
、大
津
、堺
、敦
賀
、江
戸
、

長
崎
の
諸
都
市
に
も
所
在
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
上
田
、
宮
本
、
堀
江
は
蔵

屋
敷
と
は
藩
だ
け
で
な
く
、
社
寺
や
宮
家
、
公
家
の
蔵
屋
敷
が
存
在
し
た
こ
と
に

も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
種
の
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
研
究

は
〔
森　

二
〇
〇
一
〕
し
か
な
く
（
後
述
）、
森
泰
博
は
そ
の
存
在
に
は
否
定
的

で
あ
る
。

　

大
阪
に
所
在
し
た
蔵
屋
敷
数
を
い
ず
れ
も
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
上
田
が
格
段

に
詳
細
で
あ
る
。
延
享
四
年
か
ら
「
維
新
前
」
ま
で
の
七
つ
の
時
点
の
蔵
屋
敷
に

つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
・
名
代
・
蔵
元
・
銀
掛
屋
・
蔵
屋
敷
用
達
の
一
覧
表
を
作

成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
蔵
米
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
も
詳
述
し
て
い
る
。

　

堀
江
に
も
独
自
の
記
述
が
あ
る
。
蔵
屋
敷
の
役
人
が
対
外
折
衝
に
も
任
じ
た
、

い
わ
ば
全
権
大
使
の
役
割
を
演
じ
た
点
に
言
及
し
て
い
る
。こ
れ
は
森
泰
博
の「
在

大
阪
公
館
」
と
い
う
捉
え
方
と
重
な
る
用
語
で
あ
る
。
も
う
一
点
特
筆
す
べ
き
は

幕
末
開
港
後
に
関
す
る
記
述
で
、
長
崎
や
大
阪
に
お
い
て
蔵
屋
敷
に
商
会
所
を
設

け
て
「
商
会
所
商
業
が
盛
ん
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
上
記
の
二
点
は
本
稿
で
も
後

に
言
及
す
る
。

　

い
ず
れ
も
共
通
し
て
言
及
し
た
大
阪
以
外
の
蔵
屋
敷
の
存
在
は
興
味
深
い
。
各

地
の
蔵
屋
敷
の
機
能
や
空
間
的
構
造
な
ど
の
比
較
を
通
じ
て
、
藩
と
全
国
市
場
の

関
係
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
水
戸
藩
領
内
の
潮
来
村
は
東
北
諸
藩

の
江
戸
向
け
物
資
輸
送
の
中
継
港
と
し
て
発
展
し
、
仙
台
藩
な
ど
が
蔵
屋
敷
を
お

い
た
〔
渡
辺　

二
〇
〇
二
〕。〔
森　

二
〇
〇
二
〕
は
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
に

黒
田
家
が
堺
に
新
築
し
た
屋
敷
に
初
め
て
「
蔵
屋
敷
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
た
と

す
る
。
敦
賀
に
つ
い
て
は
職
務
規
定
な
ど
を
紹
介
す
る
ほ
か
そ
の
終
焉
に
つ
い
て

も
言
及
し
た
〔
印
牧　

一
九
九
四
〕
が
あ
る
が
、
大
津
蔵
屋
敷
の
役
人
へ
の
訓
令

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。〔
印
牧　

一
九
九
六
〕
に
は
元
禄
年
間
の
大
津
蔵
屋

敷
の
分
布
状
況
や
、寛
政
二
年
の
加
賀
藩
大
津
蔵
屋
敷
絵
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

〔
相
模　

二
〇
一
六
〕
は
大
津
に
所
在
し
た
彦
根
藩
な
ど
6
藩
の
蔵
屋
敷
の
空
間

構
造
と
大
阪
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
物
流
・
防
衛
上
の
原
理
が
空
間
構
成
に
強
く

作
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。〔
尾
道　

一
九
九
六
〕
は
寛
政
元

年
に
廃
止
さ
れ
た
対
馬
藩
博
多
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
、
飛
地
領
か
ら
の
年
貢
米
の
移

入
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
博
多
に
つ
い
て
は
幕
末
期
の

対
馬
藩
蔵
屋
敷
を
論
じ
た
〔
守
友　

一
九
九
一
〕
も
あ
る
。
長
崎
に
は
〔
小
山　

一
九
九
六
〕
が
あ
り
、長
崎
廻
米
や
高
利
貸
商
人
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二　

描
か
れ
た
大
阪
蔵
屋
敷

　

大
阪
蔵
屋
敷
の
姿
を
視
覚
的
・
空
間
的
に
理
解
で
き
る
資
料
と
し
て
、
出
版
物

あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
る
絵
画
と
地
図
を
い
く
つ
か
を

紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
『
久
留
米
藩
蔵
屋
敷
屏
風
絵
図
』〔
宮
本　

一
九
八
二
）
は
眉
山
玉
震
が

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
久
留
米
藩
蔵
屋
敷
の
内
部

の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
米
俵
の
輸
送
、
荷
揚
げ
、
蔵
入
れ
、
計
量
な
ど
実
務

面
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
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つ
ぎ
に
『
浪
華
勝
槩
帖
』〔
大
阪
歴
史
博
物
館　

二
〇
一
二
〕
を
あ
げ
る
。
解

説
に
よ
る
と
、
本
資
料
の
原
本
は
二
冊
か
ら
な
る
折
本
の
画
帖
で
、
大
坂
市
中
と

そ
の
周
辺
の
景
観
・
風
俗
・
年
中
行
事
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
計
九
五
景

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
代
官
の
竹
垣
直
道
が
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
江

戸
へ
帰
る
際
に
二
八
名
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
る
〔
内
海　

二
〇
一
三
〕。
蔵
屋

敷
関
係
で
は
、
土
佐
堀
と
堂
島
川
が
分
流
す
る
地
点
、
広
島
藩
・
久
留
米
藩
蔵
屋

敷
前
の
「
多
古
の
松
」
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

地
図
類
で
は
、
大
阪
に
関
し
て
は
大
阪
市
立
図
書
館
の
Ｈ
Ｐ
内
に
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
が
あ
り
、「
新
版
大
坂
之
図
」（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
年
〉）
な
ど

が
閲
覧
で
き
る
。
な
お
、
地
図
類
や
絵
図
屏
風
類
に
も
と
づ
き
、
長
期
的
に
そ
の

変
遷
を
た
ど
っ
た
論
考
に
〔
長
友　

二
〇
〇
三
〕
が
あ
る
。
大
阪
以
外
の
地
図
と

し
て
、
九
州
大
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
で
は
博
多
の
地
図
が
閲
覧
可
能
で
、

秋
月
藩
と
対
馬
藩
蔵
屋
敷
が
確
認
で
き
る
。こ
の
地
図
に
も
と
づ
い
た
書
籍
に〔
宮

崎　

二
〇
〇
五
〕
が
あ
る
。

　

建
築
史
の
視
点
か
ら
蔵
屋
敷
絵
図
を
検
討
し
た
も
の
に
、
舟
入
を
も
つ
広
島
藩

大
阪
蔵
屋
敷
に
関
す
る
〔
伊
藤
・
豆
谷　

一
九
九
八
〕
や
、西
国
大
名
・
奥
羽
諸
藩
・

畿
内
小
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
の
建
築
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
松
代
藩
・
御
三
卿
清
水
家

大
阪
蔵
屋
敷
の
新
機
能
を
指
摘
が
あ
る
の
が
〔
植
松　

二
〇
一
五
〕
で
あ
り
、〔
森 　

一
九
九
八
〕
も
維
新
期
に
新
設
さ
れ
た
金
沢
藩
蔵
屋
敷
の
配
置
図
を
あ
げ
る
（
後

述
）。
ま
た
先
述
の
〔
相
模　

二
〇
一
六
〕
も
大
津
蔵
屋
敷
の
配
置
図
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

三　

大
阪
蔵
屋
敷
の
成
立
と
発
展

　

大
阪
蔵
屋
敷
の
成
立
は
藩
と
大
阪
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な

論
点
と
な
る
。

　

蔵
屋
敷
の
蔵
元
な
ど
に
つ
い
て
は
、〔
作
道　

一
九
六
八
〕
が
細
川
藩
の
慶
長
・

元
和
期
の
名
代
選
任
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。〔
森　

一
九
七
〇
〕
が
元

禄
期
末
の
蔵
屋
敷
の
蔵
元
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、〔
作
道　

一
九
八
九
〕

は
町
人
蔵
元
に
関
す
る
森
泰
博
の
説
と
自
説
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　

蔵
屋
敷
の
設
置
に
つ
い
て
は
、〔
森　

一
九
八
九
〕
が
鳥
取
藩
の
大
阪
蔵

屋
敷
に
お
い
て
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
に
舟
入
が
設
け
ら
れ
、
寛
文
六

（
一
六
六
六
）
年
よ
り
蔵
米
販
売
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。〔
福

田　

一
九
九
六
〕
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
の
福
岡
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
と
京
都

蔵
屋
敷
の
定
書
を
紹
介
し
て
い
る
。〔
森　

一
九
九
〇
〕
が
高
知
藩
の
蔵
屋
敷
の

設
立
の
契
機
が
大
阪
城
普
請
助
役
に
関
わ
っ
て
生
じ
た
借
銀
を
材
木
売
却
で
返
済

す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
し
、〔
森　

一
九
九
〇
〕
は
佐
賀
藩
・
福
岡
藩
・
萩
藩
・

高
知
藩
・
広
島
藩
・
熊
本
藩
の
蔵
屋
敷
設
置
の
経
緯
を
ま
と
め
て
い
る
。さ
ら
に〔
森　

一
九
九
四
〕
も
西
国
諸
大
名
の
多
く
が
大
阪
城
再
建
普
請
勤
役
を
契
機
に
大
阪
蔵

屋
敷
を
整
備
し
た
と
す
る
。〔
森　

二
〇
〇
一
〕
も
非
常
に
有
益
な
論
考
で
あ
り
、

大
阪
の
地
誌
に
旗
本
や
寺
社
の
大
阪
蔵
屋
敷
の
記
載
が
あ
る
と
の
指
摘
や
、「
蔵

屋
敷
」
の
語
の
初
見
、
舟
入
を
設
け
た
蔵
屋
敷
の
立
地
上
の
特
徴
、
米
切
手
政
策

へ
の
蔵
屋
敷
留
守
居
組
合
の
共
闘
や
、
蔵
屋
敷
な
い
し
米
蔵
の
増
設
が
銀
主
へ
の

示
威
行
動
で
あ
る
可
能
性
の
指
摘
な
ど
成
立
期
を
越
え
て
示
唆
に
富
む
内
容
と
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な
っ
て
い
る
。〔
西
川　

一
九
七
六
〕
は
島
原
藩
の
享
保
年
間
の
大
阪
蔵
屋
敷
の

会
計
・
用
度
関
係
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
。
ほ
か
に
宮
本
又
次
が
江
戸
前
・
中
期

の
岡
山
藩
と
福
岡
藩
の
蔵
屋
敷
関
係
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
〔
宮
本　

一
九
六
八

①
、
②
〕。

　

成
立
期
以
降
の
大
阪
蔵
屋
敷
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
〔
豆
谷　

二
〇
一
五
〕

で
あ
り
、
大
阪
蔵
屋
敷
の
廃
止
に
も
着
目
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
土
井
氏
が
唐
津

か
ら
古
河
へ
と
転
封
に
な
っ
た
際
に
平
野
郷
町
を
領
地
に
加
え
、
そ
こ
に
陣
屋
を

設
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
蔵
屋
敷
を
堂
島
新
地
か
ら
天
満
の
魚
屋
町
の
川
筋

か
ら
離
れ
た
場
所
へ
移
転
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
明
暦
期
か
ら
維
新
期
の
大
阪
蔵

屋
敷
数
は
増
加
も
し
く
は
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
撤
退
す
る
藩
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
三
郷
域
外
の
農
村
部
に
蔵
屋
敷

が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
福
江
藩
（
寛
保
二
）、刈
谷
藩
（
同

三
）、
福
岡
藩
（
宝
暦
五
）、
壬
生
藩
（
文
化
七
）、
熊
本
藩
（
文
化
十
五
）
な
ど

諸
藩
で
あ
り
、こ
う
し
た「
大
阪
蔵
屋
敷
」の
増
え
方
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ほ
か
に
〔
榎
森　

一
九
八
三
〕
が
松
前
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
、
天
保

一
四
（
一
八
四
三
）
年
現
在
の
そ
の
所
在
地
や
紅
花
や
紫
根
が
廻
送
さ
れ
た
こ

と
、
そ
れ
が
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
廃
止
さ
れ
、
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年

に
再
興
計
画
が
検
討
さ
れ
る
も
と
ん
挫
し
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
蝦
夷
地
産
物
取
り
扱
い
の
た
め
の
幕
府
直
営
販
売
機
関
が
箱
館
産
物
会
所
で

あ
る
が
、
そ
の
会
所
と
用
達
が
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
大
阪
に
お
か
れ
て
い

る
。
そ
の
会
所
を
幕
府
の
蔵
屋
敷
と
み
な
す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
関
連
文
献
と
し
て
は
、
戦
前
の
論
文
に
〔
宮
本　

一
九
四
二
〕
が
あ

り
、
戦
後
で
は
産
物
会
所
を
「
幕
府
が
も
っ
た
国
産
統
制
計
画
」
と
し
た
〔
永
井　

一
九
六
二
〕
の
ほ
か
に
〔
守
屋　

一
九
七
八
、一
九
八
二
〕
な
ど
が
あ
る
。

四　

大
阪
蔵
屋
敷
の
諸
相

　

大
阪
蔵
屋
敷
に
は
蔵
米
販
売
以
外
に
、
社
会
的
、
行
政
的
、
経
済
的
な
機
能
や

側
面
が
あ
っ
た
。
次
章
で
取
り
上
げ
る
幕
末
維
新
期
の
大
阪
蔵
屋
敷
の
変
貌
と
と

も
に
、
今
後
の
論
点
と
し
て
興
味
深
い
。

（
一
）「
武
士
の
町
大
坂
」

　

大
阪
に
お
け
る
武
士
を
本
格
的
に
俎
上
に
の
せ
た
の
は
藪
田
貫
で
あ
る
〔
藪
田　

二
〇
一
二
〕。
そ
れ
ま
で
大
阪
在
住
の
武
士
の
人
数
さ
え
も
不
分
明
で
、
二
〇
〇

人
（
司
馬
遼
太
郎
）
や
渡
邉
忠
司
（
一
万
人
）
な
ど
諸
説
が
あ
っ
た
。
よ
り
正
確

な
数
値
を
得
る
た
め
、
藪
田
は
武
士
を
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
各
々
の
推
定
を
経

て
総
計
八
〇
〇
〇
人
と
し
た
。
そ
の
内
、
蔵
屋
敷
の
武
士
は
九
〇
藩
の
蔵
屋
敷
に

各
一
〇
名
と
し
て
九
〇
〇
人
と
し
た
。

　

な
お
喜
多
川
守
貞
『
守
貞
謾
稿
』
の
貨
幣
編
に
は
大
阪
蔵
屋
敷
に
関
連
し
て
、

大
阪
の
武
士
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
江
戸
の
武
士
と
の
相
違
が
う
か
が
え
る（

２
）。

大
坂
に
は
諸
大
名
蔵
屋
敷
あ
り
、
蔵
屋
敷
留
主
居
人
、
国
産
の
売
買
お
よ
び

金
銀
の
こ
と
専
ら
こ
れ
を
掌
る
。
正
月
は
長
棒
乗
物
に
の
り
、引
馬
を
曳
せ
、

十
数
人
の
供
を
つ
れ
、
銀
主
に
新
正
の
祝
ひ
の
べ
巡
る
な
り
。
江
戸
に
て
は
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こ
れ
に
与
る
役
人
・
留
主
居
、
駕
あ
る
い
は
歩
行
に
て
巡
る
。

大
坂
銀
主
の
家
あ
る
時
留
主
居
駕
に
乗
り
鎗
を
立
て
送
之
也　

江
戸
に
て
は

歩
行
に
て
一
僕
或
は
二
三
僕
に
て
送
る
の
み

　

大
阪
と
江
戸
に
お
け
る
武
士
の
外
出
時
の
態
様
を
比
べ
る
と
、
乗
物
の
種
類
や

供
の
人
数
な
ど
の
点
で
大
阪
の
方
が
上
等
で
あ
り
、
扱
い
が
良
か
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
在
大
阪
公
館
業
務

　
「
在
大
阪
公
館
業
務
」
と
は
蔵
屋
敷
の
留
守
居
が
、
蔵
物
や
領
内
商
人
と
大
阪

商
人
の
訴
訟
に
関
わ
っ
て
大
阪
町
奉
行
所
へ
届
出
や
折
衝
す
る
こ
と
を
さ
し
て
い

る
〔
森　

一
九
八
八
〕。
先
の
堀
江
保
蔵
の
「
全
権
大
使
」
と
意
味
合
い
が
重
な

る
蔵
屋
敷
の
機
能
で
あ
る
。
森
が
検
出
し
た
文
政
期
の
府
内
藩
の
事
例
に
は
、
登

米
高
の
届
け
出
、
新
任
留
守
居
の
引
き
回
し
、
新
任
大
阪
町
奉
行
へ
の
進
物
持
参
、

八
朔
礼
、
梅
の
献
上
な
ど
が
あ
り
、
訪
問
先
に
は
大
阪
城
代
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
を
「
藩
世
界
」
の
広
が
り
と
捉
え
、
岡
山
藩
大
坂
留
守
居
の

幕
府
諸
役
人
な
ど
と
の
関
係
を
見
た
論
考
に
〔
泉　

二
〇
一
〇
〕
が
あ
る
。

　

ま
た
関
連
業
務
と
し
て
、
藩
役
人
と
銀
主
や
蔵
元
と
の
社
交
が
あ
る
。
福
岡

藩
蔵
屋
敷
で
は
、
天
保
期
に
藩
役
人
と
名
代
の
天
王
寺
屋
宗
助
が
、
振
舞
茶
屋

や
鯔
漁
・
遊
歩
な
ど
に
同
行
し
て
い
る
〔
岡
村　

二
〇
一
五
、
大
阪
商
業
大
学

商
業
史
博
物
館　

二
〇
〇
二
〕。
嘉
永
期
に
お
い
て
も
、
藩
役
人
と
銀
主
と
思

わ
れ
る
廣
岡
久
右
衛
門
ら
が
能
興
行
見
物
に
出
か
け
る
な
ど
し
て
い
る
〔
岡
村　

二
〇
一
五
〕。〔
金
森　

二
〇
〇
二
〕
は
大
阪
詰
秋
田
藩
士
・
介
川
東
馬
の
日
記
に

よ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
や
頼
山
陽
と
の
出
会
い
の
ほ
か
、
大
阪
銀
主
と
の
駆
け
引
き

や
交
際
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
関
連
す
る
文
献
と
し
て
、
蔵
屋
敷
の

年
中
行
事
に
触
れ
た
〔
伊
勢
戸
・
谷　

一
九
八
八
〕、〔
中
川　

二
〇
〇
七
〕
も
あ
る
。

　

よ
り
公
的
な
業
務
と
し
て
、藩
領
民
の
領
外
で
の
違
法
行
為
の
取
り
締
ま
り
に
、

蔵
屋
敷
が
関
与
し
た
と
い
う
天
保
期
の
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
福
岡
藩
の
特
産

物
博
多
織
に
関
わ
っ
て
、
そ
の
贋
造
品
を
播
磨
地
方
で
贋
造
す
る
福
岡
藩
領
民
を

捕
縛
す
る
た
め
、
福
岡
藩
蔵
屋
敷
が
谷
町
代
官
所
に
助
力
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ

る
。
捕
縛
さ
れ
た
犯
人
は
国
元
か
ら
来
た
福
岡
藩
盗
賊
方
役
人
へ
引
き
渡
さ
れ
て

い
る
〔
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館　

二
〇
〇
二
〕。

　

下
野
国
壬
生
藩
の
播
磨
飛
地
領
の
村
落
間
争
論
に
対
し
て
、
大
阪
蔵
屋
敷
が
介

入
し
た
例
が
あ
る
〔
近
都　

二
〇
一
七
）。
壬
生
藩
「
大
阪
蔵
屋
敷
」
は
、
播
磨

国
三
木
町
に
所
在
し
た
飛
地
領
の
支
配
も
担
っ
た
た
め
「
三
木
御
屋
敷
」
と
呼
ば

れ
た
と
い
う
〔
渡
邊　

一
九
九
八
〕。
ほ
か
に
〔
塚
田　

一
九
九
六
〕
は
単
に
蔵

米
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
世
後
期
の
藩
専
売
制
拡
大
を
支
持
す
る
機
能
を
も

ち
、
さ
ら
に
近
代
大
阪
の
侠
客
の
系
譜
に
蔵
屋
敷
部
屋
頭
と
の
連
な
り
が
あ
っ
た

と
す
る
。
ま
た
、〔
八
木　

二
〇
〇
八
〕
は
蔵
屋
敷
を
家
質
と
し
て
借
り
入
れ
た

佐
賀
藩
が
、
返
済
を
滞
ら
せ
た
た
め
に
生
じ
た
係
争
に
関
わ
っ
た
人
的
諸
関
係
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
同
様
に
蔵
屋
敷
の
社
会
関
係
に
着
目
す
る
の
が
〔
森
下　

二
〇
〇
一
〕
で
あ
り
、
蔵
屋
敷
を
め
ぐ
っ
て
有
力
な
商
人
か
ら
仲
仕
に
い
た
る
ま

で
の
様
々
な
主
体
が
利
権
を
も
つ
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。



162

（
三
）
仲
仕

　

蔵
屋
敷
の
仲
仕
も
蔵
屋
敷
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
厚
遇
さ
れ
る

な
ど
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
彼
ら
の
住
居
で
あ
る
長
屋
は
「
御
介
抱
」
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
施
設
で
、
家
賃
は
そ
の
修
理
料
に
宛
て
ら
れ
た
〔
大
阪
商
業
大
学　

二
〇
〇
〇
〕。
こ
う
し
た
処
遇
の
目
的
は
、
米
価
に
影
響
す
る
米
質
の
善
悪
や
登

米
量
に
関
す
る
言
動
の
抑
制
、米
俵
の
管
理
の
厳
格
化
な
ど
の
た
め
で
あ
っ
た〔
森　

二
〇
〇
二
〕。

　

ま
た
、
こ
れ
は
異
例
で
あ
ろ
う
が
、
府
内
藩
が
藩
札
を
発
行
す
る
た
め
に
大

阪
の
銀
札
師
に
発
注
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
印
刷
が
大
幅
に
遅
れ
た
た
め
、
大
阪

蔵
屋
敷
の
仲
仕
に
押
印
作
業
を
担
当
さ
せ
て
凌
い
だ
と
い
う
事
例
が
あ
る
〔
森　

一
九
八
八
〕。

五　

新
し
い
大
阪
蔵
屋
敷

　

幕
末
維
新
期
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
大
阪
蔵
屋
敷
に
は
、
建
築
物
と
し
て
そ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
構
造
や
、
商
業
機
能
面
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
七
月
大
阪
の
開
港
で
あ
り
、

〔
大
阪
市　

一
九
三
三
：
一
〇
二
‐
一
〇
三
頁
〕
は
、
外
国
が
そ
れ
を
求
め
た
の

は
大
阪
に
諸
藩
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
外
国
商
人
が
諸
藩
と
の
取
引
を
望
ん
だ
た
め
と

す
る
。
諸
藩
は
長
崎
の
「
商
会
」
を
大
阪
へ
移
転
し
た
た
め
、
一
時
期
は
諸
藩
の

外
国
貿
易
は
大
阪
を
中
心
と
す
る
か
の
情
勢
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
人
と
の

取
引
は
不
利
益
に
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
明
治
新
政
府
は
明
治
二
年
二

月
に
開
港
場
に
通
商
司
を
設
置
し
て
外
国
貿
易
を
政
府
に
よ
っ
て
統
制
す
る
こ
と

と
し
た
の
で
あ
る
。

（
一
）
加
賀
藩

　

加
賀
藩
の
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
は
〔
森　

一
九
九
八
〕
が
詳
し
く
、
特
に
維
新
期

に
お
い
て
大
阪
蔵
屋
敷
設
置
に
い
た
る
経
緯
と
そ
の
建
造
物
と
し
て
の
構
造
が
興

味
深
い
。

　

加
賀
藩
の
蔵
米
は
量
が
多
く
、
元
禄
四
（
一
八
九
一
）
年
に
大
阪
廻
米
量

二
〇
万
石
に
達
し
た
。
し
か
し
、
蔵
屋
敷
は
借
蔵
の
使
用
に
留
ま
っ
て
い
た
。
幕

末
に
な
っ
て
大
阪
蔵
屋
敷
取
得
の
建
議
が
行
わ
れ
、明
治
元
年
十
月
に
内
定
し
た
。

そ
し
て
、
明
治
三
年
四
月
に
五
〇
〇
〇
坪
の
敷
地
と
七
〇
〇
坪
の
米
蔵
を
も
つ
蔵

屋
敷
が
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
蔵
元
と
し
て
土
地
と
資
金
を
提
供
し

た
の
が
辰
巳
屋
久
左
衛
門
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
加
賀
藩
蔵
屋
敷
の
特
徴
は
付
設
さ
れ
た
商
館
と
、
和
洋
折
衷
の
家
屋
（
異

人
館
）
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
平
面
図
を
見
る
と
（
図
1
）、
舟
入
が
敷
地
内

に
二
か
所
設
け
ら
れ
て
お
り
、
道
頓
堀
川
か
ら
入
船
し
て
西
横
堀
川
へ
抜
け
る
、

よ
り
効
率
的
な
設
計
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
新
時
代
の
蔵
屋

敷
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
阪
に
お
け
る
外
国
貿
易
の
繁
栄
に
反
し
て
、
同
業
者

が
続
出
し
た
た
め
成
績
は
振
る
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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【図１　金沢藩新大阪蔵屋敷】

注：〔森　1998〕80頁から転載。原資料は宮本又次「加賀藩蔵屋敷制度に関する資料紹介」『大阪の研究　第４
巻』（清文堂出版、1970年）、169頁および『大阪実測図』内務省地理局・大阪府、1888年より森泰博が作成。

（
二
）
松
代
藩

　

松
代
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
も
新
時
代
を
展
望

し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
〔
荒
武　

二
〇
一
一
〕
や
〔
植
松　

二
〇
一
五
〕
が
取

り
上
げ
て
い
る
。
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
ら
が

利
用
し
て
い
る
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
真

田
家
文
書
に
も
と
づ
い
て
い
る（

３
）。

　

信
濃
国
松
代
藩
は
嘉
永
期
以
降
、
薬
の
原

料
の
杏
仁
や
甘
草
な
ど
の
特
産
物
を
大
阪
で

販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
慶
応
三

（
一
八
六
七
）
年
ご
ろ
か
ら
在
藩
役
人
が
大

阪
蔵
屋
敷
設
置
計
画
を
立
案
し
、
河
内
国
の

豪
農
か
ら
資
金
の
提
供
を
受
け
る
な
ど
し
て

蔵
屋
敷
を
購
入
し
た
。

　

当
時
の
在
阪
役
人
の
認
識
は
「
世
界
万
国

と
並
立
の
体
」
で
あ
り
「
御
国
威
御
振
張
」

が
必
要
で
あ
り
、「
御
国
産
東
西
に
輸
出
」

の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
大
阪

蔵
屋
敷
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
小
大
名
や
商

人
と
同
様
に
「
蔵
所
」
と
呼
ん
で
も
差
し
支

え
な
く
、
京
都
や
東
京
と
違
っ
て
家
格
と
は

無
関
係
で
あ
る
。
屋
敷
と
表
門
の
大
き
さ
、
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土
蔵
の
数
は
商
品
の
多
寡
に
対
応
し
て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
新
時
代
に
対
応
し
た
、
合
理
的
な
蔵
屋
敷
理
解
の
下
、
明
治
四
年

正
月
に
整
備
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
松
代
藩
蔵
屋
敷
で
あ
っ
た
が
、
同
年
七
月
の
廃
藩

置
県
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
結
局
、
同
五
年
五
月
に
蔵
屋
敷
は
大
阪
府
へ
引
き
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
本
設
置
計
画
を
主
導
し
た
担
当
役
人
も
大
阪
府

の
職
員
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
管
見
に
触
れ
た
蔵
屋
敷
に
関
係
す
る
文
献
や
資
料
に
つ
い
て
雑
駁
な
紹

介
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
中
で
気
に
な
っ
た
こ
と
を
三
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
寺
社
や
宮
家
な
ど
、
大
名
以
外
の
蔵
屋
敷
の
存
在
で
あ
る
。
す
で
に
戦

前
に
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
実
証
が
深
め
ら

れ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
辞
典
類
で
は
古
い
指
摘
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
な
お
、〔
森　

二
〇
〇
一
〕
は
蔵
屋
敷
の
実
質
的
機
能
に
疑
問
を
呈

し
て
い
る
が
、
推
測
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
三
郷
域
外
へ
の
蔵
屋
敷
の
設
置
で
あ
る
。
そ
の
理
由
や
、
設
置
後

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
さ
ら
に
解
明
の
余
地
が
あ
る
。
地
理
的
に
は
連
続
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
行
政
的
・
司
法
的
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
な
ど
、

「
大
阪
蔵
屋
敷
」
の
実
像
を
捉
え
る
う
え
で
有
効
な
素
材
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

最
後
が
維
新
期
の
大
阪
蔵
屋
敷
の
機
能
や
構
造
の
変
容
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は

外
国
貿
易
の
開
始
で
あ
る
が
、
組
織
と
し
て
「
商
会
」、
建
造
物
と
し
て
「
商
館
」

と
い
っ
た
よ
う
に
名
称
も
変
化
し
て
い
る
。〔
作
道　

一
九
九
〇
〕
に
よ
れ
ば
国

内
貿
易
や
外
国
貿
易
を
お
こ
な
う
藩
役
人
や
御
用
達
商
人
の
結
社
と
の
説
明
が
あ

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
実
証
の
深
化
を
期
待
し
た
い
。

〔
参
考
文
献
〕

・
荒
武
賢
一
朗
「
在
坂
役
人
の
活
動
と
蔵
屋
敷
問
題
―
幕
末
維
新
期
の
混
乱
と
そ
の
特

質
―
」（
荒
武
賢
一
朗
・
渡
辺
尚
志
編
『
近
世
後
期
大
名
家
の
領
政
機
構　

信
濃
国
松

代
藩
地
域
の
研
究
Ⅲ
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

・
泉
正
人
「
藩
世
界
と
大
坂
―
天
保
期
岡
山
藩
大
坂
留
守
居
を
中
心
に
―
」（
岡
山
藩
研

究
会
編
『
藩
世
界
と
近
世
社
会
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

・
伊
勢
戸
佐
一
郎
・
谷
直
樹
「
佐
賀
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
建
築
と
年
中
行
事
」（『
大
阪
の

歴
史
』
二
五
、一
九
八
八
年
）

・
伊
藤
純
・
豆
谷
浩
之
「
新
出
広
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て
―
浅
野
文
庫
本
絵

図
の
紹
介
―
」（『
大
阪
の
歴
史
』
五
一
、一
九
九
八
年
）

・
印
牧
信
明
「
津
軽
藩
の
敦
賀
蔵
屋
敷
と
廻
米
制
に
つ
い
て
」『
海
事
史
研
究
』
五
一
、 

一
九
九
四
年

・
植
松
清
志
編
著
『
大
坂
蔵
屋
敷
の
建
築
史
的
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年

・
内
田
九
州
男
「
近
世
初
頭
大
坂
の
支
配
に
つ
い
て
―
国
奉
行
制
と
大
坂
藩
―
」『
歴
史

評
論
』
三
九
三
、一
九
八
三
年

・
榎
森
進
「
松
前
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
」（
海
保
嶺
夫
編
『
北
海
道
の
研
究　

第
三
巻　

近

世
篇
Ⅰ
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
）

・
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
史
料
叢
書　

第
三

巻　

蔵
屋
敷
Ⅲ
』
同
館
、
二
〇
〇
二
年

・
大
阪
市
『
明
治
大
正
大
阪
市
史　

第
三
巻〈
経
済
編　

中
〉』
清
文
堂
出
版
、
一
九
三
三

年
（
一
九
六
五
年
復
刻
版
）
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・
大
阪
歴
史
博
物
館
編
『
大
阪
歴
史
博
物
館　

館
蔵
資
料
集
八
―
浪
華
勝
槩
帖
―
』
大

阪
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
二
年

・
岡
村
良
子
「『
浪
速
詰
方
日
記
』
に
み
る
武
士
と
町
人
の
お
つ
き
あ
い
」『
大
阪
商
業

大
学
商
業
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
六
、二
〇
一
五
年

・
尾
道
博
「
博
多
に
お
け
る
対
馬
藩
蔵
屋
敷
（
対
州
屋
敷
）
に
つ
い
て
―
『
宗
家
文
庫
』

を
中
心
に
し
て
―
」『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
一
四
、一
九
九
六
年

・
金
森
正
也
「
秋
田
藩
士
・
介
川
東
馬
と
上
方
銀
主
―
そ
の
「
交
流
」
の
虚
実
―
」
荒

武
賢
一
朗
・
野
本
禎
司
・
藤
方
博
之
編
『
古
文
書
が
語
る
東
北
の
江
戸
時
代
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年

・
近
都
兼
司
「
近
世
中
期
壬
生
藩
上
方
領
に
お
け
る
村
落
間
争
論
と
大
坂
蔵
屋
敷
」『
市

史
研
究
み
き
』
二
、二
〇
一
七
年

・
栗
三
直
隆
「
富
山
藩
の
京
都
屋
敷
と
大
坂
蔵
屋
敷
」『
富
山
史
壇
』
一
八
七
、二
〇
一
八

年
・
後
藤
真
一
「
尾
張
藩
京
都
屋
敷
と
そ
の
役
職
者
た
ち
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩
社
会

の
総
合
研
究
《
第
五
篇
》』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

・
小
山
幸
伸
「
長
崎
御
勘
定
方
と
長
崎
蔵
屋
敷
の
機
能
に
つ
い
て
」『
幕
末
維
新
期
長
崎

の
市
場
構
造
』
お
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
六
年

・
相
模
誓
雄
「
近
世
期
の
大
津
蔵
屋
敷
の
空
間
構
成
に
関
す
る
研
究
」『
日
本
建
築
学
会

計
画
系
論
文
集
』
八
一
（
七
二
八
）、
二
〇
一
六
年

・
作
道
洋
太
郎
「
細
川
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
」（
宮
本
又
次
編
『
大
阪
の
研
究　

第
二
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
）

・
作
道
洋
太
郎
「
蔵
屋
敷
」『
新
修
大
阪
市
史　

第
三
巻
』
大
阪
市
、
一
九
八
九
年

・
作
道
洋
太
郎
「
諸
制
度
の
変
革
と
経
済
変
動
」（『
新
修
大
阪
市
史　

第
四
巻
』
大

阪
市
、
一
九
九
〇
年
）

・
佐
古
慶
三
『
佐
賀
藩
蔵
屋
敷
払
米
制
度
』
大
阪
史
学
会
、
一
九
二
七
年

・
佐
古
慶
三
・
亀
山
茂
三
編
『
新
撰
増
補
大
坂
大
繪
圖
：
堂
社
佛
閣
繪
入
：
諸
大
名
御

屋
敷
（
古
板
大
坂
地
図
集
成
）』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年

・
高
槻
泰
郎
『
大
坂
堂
島
米
市
場　

江
戸
幕
府
ｖ
ｓ
市
場
経
済
』
講
談
社
、
二
〇
一
八

年

・
谷
直
樹
編
『
大
坂
蔵
屋
敷　

天
下
の
台
所
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
』
大
阪
市
立
住
ま
い

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
）、
二
〇
一
七
年

・
塚
田
孝
「
都
市
社
会
の
な
か
の
蔵
屋
敷
」（
塚
田
孝
『
近
世
の
都
市
社
会
史
』
青
木
書

店
、
一
九
九
六
年
）

・
永
井
信
「
箱
館
産
物
会
所
の
性
格
と
意
義
―
幕
末
産
業
統
制
の
破
綻
―
」『
北
大
史
学
』

八
、一
九
六
二
年

・
中
川
桂
「
久
留
米
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
勤
番
日
記
に
見
る
芸
能
享
受
」『
芸
能
史
研
究
』

一
七
九
、二
〇
〇
七
年

・
長
友
朋
子
「
大
坂
図
と
絵
図
屏
風
か
ら
み
た
大
坂
蔵
屋
敷
―
久
留
米
藩
蔵
屋
敷
を
中

心
と
し
て
―
」
大
阪
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
編
『
久
留
米
藩
蔵
屋
敷
跡
』
大
阪
大

学
埋
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年

・
西
川
源
一
「
島
原
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
（
そ
の
一
）
―
大
坂
詰
諸
覚
書
お
よ
び
日
記
か

ら
―
」『
経
営
と
経
済
』
五
五
（
四
）、
一
九
七
六
年

・
野
村
正
臣
「
大
阪
に
於
け
る
蔵
屋
敷
に
就
い
て
（
一
）
～
（
四
）」『
同
志
社
論
叢
』

三
三
～
三
五
、四
〇
、一
九
三
二
、一
九
三
三
年

・
福
岡
県
（
森
泰
博
）「
藩
財
政
と
大
坂
蔵
屋
敷
」（『
福
岡
県
史　

通
史
編
福
岡
藩
（
一
）』

福
岡
県
、
二
〇
〇
二
年
）

・
福
田
千
鶴
「
福
岡
藩
政
前
期
の
京
都
・
大
坂
蔵
屋
敷
及
び
算
用
所
関
係
史
料
の
紹
介
」

『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
一
四
、一
九
九
六
年

・
豆
谷
浩
之
「
大
坂
蔵
屋
敷
の
所
有
と
移
転
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」『
大
阪
歴
史
博
物
館
研

究
紀
要
』
一
三
、二
〇
一
五
年

・
宮
崎
克
則
・
福
岡
ア
ー
カ
イ
ヴ
研
究
会
編
『
古
地
図
の
中
の
福
岡
・
博
多　

一
八
〇
〇

年
頃
の
町
並
み
』
海
鳥
社
、
二
〇
〇
五
年

・
宮
本
又
次
「
箱
館
産
物
会
所
」『
経
済
史
研
究
』
二
八
（
一
）、
一
九
四
二
年

・
宮
本
又
次
「
大
阪
の
岡
山
藩
の
蔵
屋
敷
史
料
の
紹
介
」（
宮
本
又
次
編
『
大
阪
の
研
究　

第
二
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
①
）

・
宮
本
又
次
「
福
岡
藩
と
大
阪
と
の
関
係
史
料
紹
介
―
特
に
蔵
屋
敷
関
係
資
料
―
」（
宮

本
又
次
編
『
大
阪
の
研
究　

第
二
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
②
）

・
宮
本
又
次
「
久
留
米
藩
大
阪
蔵
屋
敷
と
蛸
の
松　

久
留
米
藩
蔵
屋
敷
屏
風
絵
図　

参
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考　

蛸
の
松
」『
福
岡
県
地
域
史
研
究
』
一
、一
九
八
二
年

・
森
下
徹
「
萩
藩
蔵
屋
敷
と
大
坂
市
中
」（
塚
田
孝
・
吉
田
伸
之
編
『
近
世
大
坂
の
都
市

空
間
と
社
会
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

・
守
友
隆
「
幕
末
期
博
多
の
対
馬
藩
蔵
屋
敷
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
福
岡
地
方
史
研
究
』

二
九
、一
九
九
一
年

・
森
泰
博
「
元
禄
末
大
坂
蔵
屋
敷
・
名
代
・
蔵
元
・
銀
掛
屋
」（
宮
本
又
次
編
『
大
阪
の

研
究　

第
四
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
〇
年
）

・
森
泰
博
「
府
内
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
業
務
」『
大
阪
の
歴
史
』
二
五
、一
九
八
八
年

・
森
泰
博
「
鳥
取
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
成
立
」『
商
学
論
究
』
三
七
（
一
～
四
）、
一
九
八
九

年
・
森
泰
博
「
初
期
の
高
知
藩
大
坂
蔵
屋
敷
」『
経
済
学
論
究
』
四
四
（
三
）、
一
九
九
〇

年
・
森
泰
博
「
大
坂
蔵
屋
敷
の
成
立
」
高
井
眞
・
橋
本
徹
編
『
関
西
学
院
大
学
産
研
叢

書
一
四　

大
阪
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
―
企
業
環
境
の
変
遷
と
展
望
―
』
清
文
社
、

一
九
九
〇
年

・
森
泰
博
「
福
岡
藩
大
坂
蔵
屋
敷
」『
西
南
地
域
史
研
究
』
八
、一
九
九
四
年

・
森
泰
博
「
金
沢
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
新
設
」『
経
済
学
論
究
』
五
二
（
二
）、
一
九
九
八

年
・
森
泰
博
「
大
坂
蔵
屋
敷
の
成
立
と
変
貌
」（
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
編
『
史
料

叢
書　

第
二
巻　

蔵
屋
敷
Ⅱ
』
同
館
、
二
〇
〇
一
年
）

・
森
泰
博
「
鴻
池
善
右
衛
門
の
大
名
貸
―
掛
合
控
の
成
立
を
中
心
と
し
て
―
」（
宮
本
又

次
編
『
上
方
の
研
究　

第
三
巻
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）

・
守
屋
嘉
美
「
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
と
箱
館
産
物
会
所
」（
石
井
孝
編
著
『
幕
末
維
新
期

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）

・
守
屋
嘉
美
「
箱
館
産
物
会
所
と『
元
仕
入
仕
法
』
―
幕
末
期
幕
政
改
革
と
の
関
連
で
―
」

（
海
保
嶺
夫
編
『
北
海
道
の
研
究　

第
四
巻　

近
世
篇
Ⅱ
』
清
文
堂
出
版
、一
九
八
二
年
）

・
八
木
滋
「〔
史
料
紹
介
〕
佐
賀
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
「
家
質
公
訴
内
済

記
録
」
を
通
し
て
―
」『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
九
、二
〇
〇
八
年

・
藪
田
貫
『
武
士
の
町　

大
坂　
「
天
下
の
台
所
」
の
侍
た
ち
』
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
〇
年

・
山
中
雅
子
「
尾
張
藩
京
都
御
用
所
の
設
立
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾

張
藩
社
会
の
総
合
研
究
《
第
五
篇
》』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

・
脇
田
修
監
修
『
図
説
大
坂　

天
下
の
台
所
・
大
坂
』
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
三
年

・
渡
邊
忠
司『
町
人
の
都　

大
坂
物
語　

商
都
の
風
俗
と
歴
史
』中
央
公
論
社
、
一
九
九
三

年
・
渡
邊
忠
司
「
大
坂
三
郷
町
続
き
在
領
に
お
け
る
蔵
屋
敷
の
設
置
に
つ
い
て
―
下
福
島

村
下
野
壬
生
藩
蔵
屋
敷
の
場
合
―
」『
大
阪
の
歴
史
』
五
一
、一
九
九
八
年

・
渡
辺
英
夫
『
東
廻
海
運
史
の
研
究
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

注（
１
）
企
画
の
主
旨
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
と
本
学
が
蔵
屋
敷
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
携
展

示
『
博
学
連
携
展vol.1　

商
都
大
阪
の
文
化
力　

大
阪
商
業
大
学
×
大
阪
歴
史
博

物
館
』で
あ
る（
会
期
：
二
〇
一
九
年
八
月
二
一
日
～
十
月
十
四
日
）。
開
催
に
あ
た
っ

て
は
、
か
ん
さ
い
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
実
行
委
員
会
の
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
。

　
　

 

ま
た
、
関
連
講
座
「
商
都
大
阪
の
遊
び
と
文
化
」
に
お
い
て
は
、「
拳
の
文
化
史
」

（
高
橋
浩
徳
、
大
阪
商
業
大
学 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
産
業
研
究
所
研
究
員
）、「
浪
華

大
坂
の
文
化
事
情
」（
明
尾
圭
造
、
大
阪
商
業
大
学
准
教
授
、
商
業
史
博
物
館
主
席

学
芸
員
）
と
、
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
博
学
連
携
事
業
の
展
望
と
課
題
―
多
様
な
所

蔵
資
料
と
そ
の
可
能
性
―
」（
主
催
：
か
ん
さ
い
・
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
実
行

委
員
会
）
が
行
わ
れ
た
。

（
２
）
喜
多
川
守
貞
著
・
宇
佐
美
英
機
校
訂
『
近
世
風
俗
志
（
守
貞
謾
稿
）
㈠
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
、
三
七
八
‐
三
七
九
頁
。

（
３
）
け
三
二
〇
‐
七
「
関
田
荘
助
申
上
書
［
御
蔵
屋
敷
取
建
］」、け
三
二
一
‐
一
九
「
関

田
荘
助
書
状
［
一
新
後
も
大
坂
に
て
会
所
を
可
取
立
事
］」、
け
三
二
一
‐
一
「
関
田

荘
助
申
上
書
［
買
上
事
情
上
申
］」、
け
三
二
一
‐
九
「
関
田
荘
助
再
申
上
書
」。


